らず ものた ち は 裏門から 飛 出して しまう —— 

そんな 話 を 藤 木さん は 自分で も 面白そう に はなす。 

もっと さかず *| 

尤 も それ は 柳 橋に すむ ようにな つ て、 昼 も 酒 盃をも つ 

て いられる ようになった、 ずっと 晚年 のこと では ある 



柳 橋の 角に、 檜づ くりの 磨きた てた 造作の 芸妓 屋を、 

姉 娘の 旦那に 建ても らい、 また その 隣家 を 買いつ ぶし 

て、 小意気な 座敷 を 妹娘の 旦那に 建増して もらって、 

急に X X 家のお とっさん おとつ さんと たてられ、 ばか 

に 華々 しく 彼の キン カン 頭が 光り だした 時、 持 前の 毒 

舌 はいい 気になって 発揚した。 無学で II それ は 彼 も 



ほそ ふた こ も と 

なかった が、 毎日 細 二子 位な 木綿 もの を 着て、 以前の 

抱えられた 芸妓 屋へ ゆき、 着物 をき かえて 洗 湯に も 髪 

結いさん にも ゆく の だと 母親が 説明した。 

ちゃや 

とはいえ、 そうした はかない 裏 は 知らず、 料亭の 二 

階へ よぶ 客 は、 芸妓と 見れば 自分から 陽気に なって く 

れる。 彼女に もよ い 客が 出来 かけた。 今日は 何 家の 裏 

さの-つ よ 

二階で、 昨日 は どこの 離れで と 招ぶ 客の 名が 知れる と、 

妙な ことに チン コ ッ きりお じさんが 納まら なくなった。 

前に 囲って くれた 旦那と 二人して 妨害 運動 をした リし 

けやき ひと 

たが、 律 気な —— 鉢植えの 櫸 みたい な 生れつきの 妓 

よん じょう 

にも 芽が 出て、 だんだんに 繁昌して 来た。 一人 だち 



彼女 は 浜 町に 住んだ。 藤 木さん 夫婦 は 妹娘 を 真にし 

て 柳 橋で パリ パリの X X 家のお とっさん おつか さんに 

てぬぐい たてひざ 

なって しまった。 手拭 ゆかたの 立 膝で 昔話 をして、 小 

山 内さん や 猿 之 助 を 煙に まいて いた。 浜 町の 家に は、 

なかず まさご ざ 

近くの 中洲の 真砂 座に たむろし ていた、 伊井、 河 合、 

村 田、 福 島、 木 村な どの 新派 俳優の 下 廻りが、 どっち 

が 楽屋 かわからない ほど 入 込んで いた。 藤 井六輔 とか 

小 堀 誠な ど は 自分の 家の ように まめに 働いて いた。 芸 

妓、 各 遊芸の 家元た ち、 はなしか、 封 巾 間、 集れば ヮッ 

ヮッ いう 騒ぎだった。 お 麻さん はいつ も それらの 後始 

末ば かりして いたが、 彼女 は 一中 節の 都の 家元から 



一 稲の 名 を もらって いたので、 その 名び ろめ を 旦那が 

思いた つた 時 は —— 彼女に 対する 日頃の 謝意と いうよ 

り 自分の 道楽の 方が 勝った であろうが、 二日に 渡った 

盛大な 催し を 柳 橋の 亀 清楼で 催した。 仕着せ、 まき も 

の、 配り もの、 飾り もの、 ありきたりな 凝よう ではな 

かった。 芦に 都鳥 を 描いた 提灯 は、 さし もに 広い 亀 

清楼の 楼上楼 下に かけつら ねられて、 その 灯 入りの 美 

や ね JOS 

しさ —— 岸に つないだ 家 根 船にまで おなじ 飾りが 水に 

ゆれて 流れた。 

浜 町の 岡 田で は、 この 旦那の ために 舞台 をつ くって、 

あの 広い 家中 を、 一 間 一 間 楽屋に して 素人芝居が 開催 



される。 もとより 番附 その他の 設備、 楽屋の 積 物、 い 

うまで もな く 人気役者の 名 題 披露の 通りに した。 とう 

とう 新 富 座まで 借り入れて やった こと も ある。 

お 麻さん と 旦那の 生活 はこの 位に してお こう。 お 麻 

さん 夫婦の 浜 町の 家に 特記して よいの は、 小山 内 氏の 

ために 潮 文 閣を挙 して 第一 期 『新 思潮』 を 出した こと 

ときわ 

である。 そのころ として は 作家た ち を 花屋敷の 常 磐と 

いう 一 流 料亭に 招待した リ、 一 足 飛びに 稿料 何 円か を 

支払って 一 般の 稿料 価 上げ を 促した ものである。 

姉 娘と 妹娘との 旦那の 張 合いで、 XX 家 は 柳 橋で も 

パリ パリの 芸妓 家と なった。 妹娘の 旦那、 銀行の 頭取 
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